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　新年明けましておめでとうございます。皆様ご家

族お揃いで新年をお迎えのこととお慶び申し上げま

す。元旦を迎えますと気持ちが改まり、誰しも今年

の夢や抱負をいだきます。この新しい気持を大切にされ仕事も家庭も充実した一年をお送りいただきま

すようお祈り申し上げます。

　昨年１月のサンディエゴにおける国際協議会から早くも１年が経ちます。ガバナーエレクトは国際協

議会に出席すると一廻り成長すると言われていますが、私流に考えますと日本のガバナーエレクトが一

堂に会して、研修リーダーを交えてそれぞれの地区の実情、問題点等を率直に話し合うことにより、ガ

バナーエレクトをしてリーダーとしての責任を自覚させる結果であると考えています。

　私は当地区の会員の皆様の質の高さを考えて、皆様に自発的な社会貢献活動の実行を提唱して参りま

した。また当地区の各クラブはそれぞれ誇りにしてもよい特長を有しておられますが、会員の皆様には

是非ご自分のクラブの特長を認識していただき、その特長を守り育てていただくようお願いして参りま

した。

　今月はロータリー理解推進月間ですが、こうした身近な基本的なことを実行していただくことがロー

タリーへの理解を深めるものと信じています。

　同時に公式訪問を通じて会員の皆様がご自分のクラブ以外のことを案外ご存知ないことを確認いたし

ました。地域社会は勿論ですが、同じ地区の他のロータリークラブに対してそれぞれのクラブが実行し

ておられる事業について広報していただくことも大切であります。そうした地道な努力がロータリーの

レベルアップにつながるものと考えています。

　今年一年皆様にとって良き年であることをお祈りしてご挨拶といたします。
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明けましておめでとうございます



今年度の田嶋ガバナーによる地区、クラブの運営が RI テーマ，強調事

項とご自身の地区方針に則って例年にない成果をおさめつつある事が評

価されている。

地区が Future Vision のパイロット地区に指定されて、新地区補助金の

執行、グローバル補助金の検討が着実に行われていて、実践奉仕力の本

来の姿が見られている。規定審議会決議（10-01）の成果であろうか、

地区レベルでの諸研修・研鑽の活性化も変化しつつある。これがクラブ

レベルに浸透する事が今後の喫緊事項とおもわれる。

地区活動方針の中で取り上げられている職業奉仕について、従来、この

分野では概念的な論議の先行なきにしもあらずであったが、田嶋ガバナーの「職業のスチュワードシップをアウト

ソーシングつまりこの理念と職能性を外に向けようという職業奉仕の「実践」を求められていることは指導者とし

ての決断であろう。

今年も地区大会の時間を割いて指導者育成セミナーが開催された。地区協に続いて，ワークショップ「次年度のク

ラブ行動計画を考える」と銘打って、次期クラブ会長、幹事、研修担当者のグループ・セッションを展開して、一

定の成果と評価が得られている。

まだ年度の後半を残している。画期的な年度になることが期待されている。
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ロータリー理解推進月間によせて  ～変わりつつあるロータリー～

地区研修リーダー　江崎 柳節

地区指導者育成セミナー

地区研修委員会委員長　榊原 肇

　地区指導者育成セミナーには、多数ご出席をいただきありがとうござ

いました。

　研修委員会は、昨年 4 月の地区協議会から、より充実したロータリー

活動になるよう講演を一方的に聴くよりも、参加者全員の意見が交わせ

るような研修会を目指してきました。参加者の皆さんから貴重なご意見

を多くいただくことができました。

江崎柳節研修リーダー講演「変わりつつあるロータリー」より
ロータリーの理念と実践

　ロータリーの奉仕理念は哲学ですから、万古普遍のものであり、みだりに変えるべきではありません。と言うよりも絶

対に変えてはなりません。

　しかし、奉仕活動の実践は、社会のニーズに従って大胆に変化させなければ、誰からも頼りにされないばかりか、相手

にされません。また、奉仕の理念を持って生き残りを賭けるならば、社会の変化に沿ったクラブ管理運営の方法を考えね

ばなりません。そして、ロータリーが奉仕の理念を貫こうとするならば、常にパイオニアとして新しい試みに挑戦し続け

ることが必要なのです。　ポール・ハリス（ベルギー、オステンド 1927 年ＲＩ国際大会でのメッセージ）

　当日、研修リーダーが使用されたパワーポイントの資料をメールにて事務局に発信させていただいております。



１１月２８日（日）、ウインクあいちにて、ロータリークラブの文化活動の一環として「国際ロータリー第２７６０
地区俳句大会」が開催されました。
　今回の地区俳句大会は初めての催しという事もあり、地区内ロータリアン有志（名古屋南ＲＣ俳句を楽しむ会世
話人・森口雅文さん、名古屋東南ＲＣ東南盃句会世話人・宮崎　薫さん、名古屋北ＲＣ俳句友の会世話人・相馬保
之さん）の主催となりました。
　当日は、午後１３時１０分に開会。相馬会員の司会進行の下、田嶋好博ガバナーのご挨拶、講師・伊藤 敬子氏に
よる講演「俳句を楽しく」、講師・馬場駿吉氏による「松尾芭蕉と名古屋」の講演が行われました。
その後、各選者の先生（下記プロフィール参照）による特選句の披講と選評（各先生とも兼題句、自由句ともに特
選２句、入選１０句）が行われ、表彰式に移り、名古屋南ＲＣ俳句を楽しむ会世話人・森口雅文さんによる閉会挨
拶にて閉会しました。

今回の俳句大会では、名古屋南ＲＣ会員・森口雅文さん、名古屋東南ＲＣ会員・宮崎薫さん、当クラブ会員・相馬保之さんに大変ご尽力いただきました。
特に相馬会員には、当日の司会進行、資料作成、賞品の準備等に奔走していただき、心より感謝いたします。

右から、大島宏彦パストガバナー、馬場駿吉さん、森口雅文さん、田中勢子さん、福島啓氏（自生）さん、田嶋好博ガバナー、伊藤敬子さん、矢野孝子さん

※地区俳句大会の詳細については、後日地区ＨＰに掲載致します。ご覧ください。
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地区俳句大会を開催

＊＊＊＊＊＊＊＊＊　第２７６０地区俳句大会特選句　＊＊＊＊＊＊＊＊＊

少年の夢追ひし里水澄めり 福島 自生

新涼や一礼をして山に入る 田中 勢子

新米をかみしめて父母世にあらず 森口 雅文

１１月２８日（日）ウインクあいち

最優秀句３句最優秀句３句最優秀句３句



上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）  〒105－0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階／TEL（03)3433-6456 ・ FAX（03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp／開館＝午前10時～午後5時／休館＝土・日・祝祭日
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文庫通信
280 号

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は
勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部
資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますの
で、ご活用願います。以下資料のご紹介をいたします。

2010-2011 年度ガバナー月信　個人配信登録方法

地区大会講演より

第 2760 地区ホームページより随時受付中！ 
〈ホームページアドレス〉http://www.rotary2760.org

ここにメールアドレスを入力

送信をクリック

① 第 2760 地区ホームページを開き、左メニューのガバナー月信をクリックします。

② メルマガ登録という部分に、自分のメールアドレスを入力後、送信して登録完了です。

ご登録された方には、月初めに月信のリンクされたメールが送信されます。
ダウンロードの方法はURL をクリックするだけで自動的に PDF データが入手されます。

前年度 登録された方は、再登録の必要はありません

◎「例会の充実はクラブ会員による卓話から」　 2010 1p （D.2580）
 上野操

◎「ロータリーは、新世代を育む場」 2010 1p （D.2750）
 辰野克彦

◎「2010 年から活動を開始するロータリー・コーディネーター」　
 村上勘一 2010 1p （D.2540）

◎「職業奉仕はロータリーの根幹」　 2010 1p （D.2550）
 瀬下龍夫

◎「『論語と算盤』と職業奉仕」　 2010 1p （D.2550）
 飯村　一

◎「職業奉仕月間にあたり」 2010 1p （D.2790）
 土屋亮平

◎「職業奉仕月間によせて」 2010 1p （D.2800） 
 関原亨司

◎「出席義務を考える ー ロータリー簡単図解その 9」　 2010 1p （D.2520）

 鈴木章夫

◎「国際インナーホイールへの入会の勧め」 2010 1p （D.2510）

 鈴木俊幸

◎「　々次年度からGSE と青少年交換が始まる」 2010 1p （D.2720）

 山　勝
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会員数及び出席報告（平成22年 11月末）
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